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ネットワーク管理者・池田の

なにやって
んだよ！

池田健二（インプレス・ラボ）

今月から突然始めるこのコーナー、インプレスグループの計算機／機材を管理しているこの私が
常日頃から「あ～これは良くない」「いったいこれはどうなってるんだ！」「こいつら本気か？」
と思うことを、怒りをまじえながらレクチャーする。初心者ユーザーはきちっと参考にしてもらい
たい。第1回は、現代デジタル計算機の基本、「ケーブル」について、一席ぶたせていただく。こ
のページを読んでくれた読者諸兄は、さっそく弟子にしてあげよう。:-)世間知らずの若造どもに
日夜「たぁっ！」と檄を飛ばしている私だが、ビシビシいくからそのつもりで。

まずは机の下をチェック
あなたが日夜使用している計算機（パソコ

ンも含む）には何本のケーブルが接続されて
いるだろうか。机の上だけで収まっているケー
ブルはどれも短く、取り回しには苦労しない。
一方、机の下に行っている長いケーブルはゴ
チャゴチャに絡み合っていないだろうか？ケー
ブルは離れた機材を接続するためのものであ
り、余り（プロは余長＜よちょう＞と呼ぶ）
があって当然。余長をいかにスマートにまと
めるかが、プロと素人の差である。

だれだ！こんな敷設したやつは
ケーブルが細く、しかも「より線」で余長

が短い場合、折り曲げて余長を束ねる方法が
あるが、余長が長い場合は太くて邪魔なもの
になってしまう。ケーブルが太く硬い場合は、
折り曲げると断線する。やはり、よいケーブ
ルの扱い方は丸めておくことだ。また、断線
させてしまう場合の多くは引っ張りや折り曲
げもあるが、ねじれによる場合も多い。ねじ
れの原因は、敷設作業をしたヤツの誤った扱
いから生じているのはいうまでもない。では、
ねじれないケーブルの扱いとは、いったいどん
な方法なのだろう？

ねじれないように巻く方法
まずは基本から。ケーブルがねじれるきっ

かけとなるのは、巻いてあるケーブルをほどく
ときと片付ける際に巻くときだ。実際にやっ
てみれば分かるが、何も考えずにほどいたケー
ブルは、どんどんねじれてくる。ねじれをふせ
ぐためには、丸めたケーブルを回転させながら
巻く。間違っても毛糸を巻くときのような、
片手で輪を持ちもう片方の手首のスナップを
利かせて巻くなんてことは、絶対にしてはな
らない。あくまでも両手で輪を持って回転さ
せる。ただし、この方法ではほどくときにも
「両手で回す」という作業が必要となる。
この応用として、ほどくときになにも考え

ずに、まっすぐ引っ張ってもねじれない便利な
巻き方がある。少々難しいが、写真を見なが
ら実際にケーブルを持って練習していただき
たい。まずは基本パターンで1回巻く（写真
1）。左手に束を持ち、そして2回目に巻くと
きに、ケーブルをつまんでいる右手の指で転が
すようにケーブルをよじる（写真2）。写真3の
ようにケーブルがよじれたら、左手に持ってい
る束にまとめよう。右手がケーブルの下をく
ぐるような形にすることがコツだ。あとは1回
目と2回目の動作を交互に繰り返していく。

巻き終わったらまっすぐに引っ張ってみよう。
絡まったりねじれたりしないはずだ。

巻いただけではダメ
巻いただけのケーブルは箱に入れれば当然、

簡単にほどけてしまう。何本ものケーブルを1
つの箱に入れると絡み合ってしまい、使うと
きにはコンガラがったケーブルすべてをほどい
てからでないと…（たぁっ！ 誰だ、こんな巻
き方したのは）。だから、巻いたケーブルは必
ず縛っておく。買ってきたばかりの製品に付
属している各種ケーブルを見ると、束ねられ
ているケーブルがほどけないように止めている
バンドがある。「ねじりっこ」だ。機材を設置
する場合には、「ねじりっこ」をほどきケーブ
ルをのばして設置する。外された「ねじりっ
こ」はたいてい梱包のビニール袋などといっし
ょに捨てられてしまう運命をたどるが、実に
もったいない。束ねたケーブルの余長を固定
するのに「ねじりっこ」を使わない手はない。

まずはテレビ局で修業しな！
今回紹介したケーブルの扱い方は、実はテ

レビ局でスポーツ中継のアルバイトをしたとき
に、現場で教えてもらったことの受け売りだ。
ケーブルのプロになるなら、やはり一度はテレ
ビ局に修業に行くべきだ。でないとコワーイ
管理者から「たぁっ！」を連発されることに
なる。

写真1
1回目。まずは普通のとおりに巻く。

写真2
2回目。ケーブルを右手の親指で押し出すようによじっ
て1回転させながら、徐々に右手を左手のケーブルの束
に引き寄せる。

写真3
このように右手首にケーブルが当たったら、そのまま左
手に持ったケーブルの束に重ねる。以後2種類の方法で
交互に巻いていく。
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